
 

 

 

情報活用試験  １級                            

 

問題１ 次のCDに関する設問に答えよ。

 

 ＜設問１＞ 次の記述を読み，各問に答えよ

 

。

 音楽CD（CD-DA）の音楽データは，細かい

に利用する

や

) 音楽CDの場合，1秒間に転送されるバイト数として，最も近いものを解答群から

 

の解答群

ト  イ．150Kバイト  ウ．175Kバイト  エ．200Kバイト

) 音楽CDの回転数に関する記述のうち，最も適切なものを解答群から選べ。  

の解答群

外側付近を再生しているときの方が高回転である。

。

   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1 CD-DAの記録イメージ

2352バイト）に分けられ，図1ブロック（ の

ように内側から外側に向けて渦巻き状のト

ラックに記録されている。トラック上の各

ブロックの長さと記録録密度はすべて等し

く，再生時は1秒間に75ブロックの速度で音

楽データが読み出される。

 プログラムやデータの記録

CD-ROMでは，1ブロック中にエラーの検出

訂正コードなどの制御情報領域を設けているため，データ領域は少なくなっている。

 

(1

選べ。（1K＝1000バイトとする）

(1) 

 ア．125Kバイ

 

(2

 

(2) 

 ア．内側より

 イ．外側より内側付近を再生しているときの方が高回転である。

 ウ．再生場所に関係なく，再生しているときの回転数は変わらない

 エ．再生場所に関係なく，曲のテンポにより回転数が変わる。
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 ＜設問２＞ 次のCD-Rの書込みに関する記述中の    に入れるべき，最も適切な字

句を解答群から選べ。

 

   CD-Rの書込み方式として，追記が可能なトラックアットワンスや追記ができない

ディスクアットワンスがある。実際にデータを書込んでいく場合，データを途切れ

させずに転送する必要がある。もし書込み中にデータが途切れた場合は，そのディ

スクは再度記録したり読み出したり出来なくなってしまう。そのため，書込み装置

内にデータを一時的に蓄えて安定供給するバッファメモリが用いられている。しか

し，読出しドライブからのデータの転送がCD-Rの書込みより遅くなり，バッファメ

モリが  (3)  になってしまうと，書込むデータが途切れてしまう。これをバッフ

ァアンダーランエラーと呼ぶ。このバッファアンダーランエラーを引き起こさない

ために，書込み時には  (4)  ，コンピュータに負荷などをかけないようにする。

 

（3）の解答群

 ア．満杯   イ．半分   ウ．空

エ．1ブロック分のデータ以下

 

（4）の解答群

 ア．書込み速度を上げ，書込み時間を短縮して  

イ．他のアプリケーションソフトを起動しないようにして

ウ．コンピュータをスリープ状態にして

エ．ウイルスチェックを行い，ウイルスの活動や混入を防ぐことで
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問題２ 次のアルゴリズムに関する説明を読み，設問に答えよ。

 

社とY社はJM 社として合併したため，両社の今までの得意先に新会社発表会の招待

状を送ることになった。両社共通の得意先もあるが，招待状は別々に送付し，返信は

がきに出欠だけを記入して返信してもらうことにした。回収後は両社間で返信はがき

を突き合わせて重複する会社などの整理を行う。そこで，突き合わせ処理部分のアル

ゴリズムを考えることにした。なお，突き合わせで調べる項目は次のとおりである。

 

１．得意先名…送付時にプリント済み

２．招待者名…送付時にプリント済み

３．出欠…得意先が出席または欠席を記入

 

M社およびY社の返信はがきは、あらかじめ得意先名（よみ）の昇順（五十音順）に

並べ、各社ごとに箱に納めてある。また，一部未記入のはがきは取り除かれている。

突き合わせの作業手順を次に示す。

 

１．M社またはY社固有の得意先の場合

  出席なら出席箱に，欠席なら欠席箱に入れる。

２．両社共通の得意先の場合

 １）両社のはがきとも招待者名および出欠が一致

   M社のはがき(ML)が出席なら出席箱に，欠席なら欠席箱に入れる。

   Y社のはがき(YL)は捨てる。

 ２）両社のはがきとも招待者名は一致しているが，出欠が不一致

   両社のはがきを再確認箱に入れる。

 ３）両社のはがきの招待者名が不一致

   それぞれ出席なら出席箱に，欠席なら欠席箱に入れる。
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 〔流れ図〕 
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       図1はがきの整理手順

→（はがきがなくなったあとの処理は省略）

おわり

① ② ③

1）

Yes 

Yes 

MLサブ
ルーチン

MLサブ
ルーチン

YL

No 

Yes 

サブ
ルーチン

（2）

Y社のはがきをML・YLと略す

YLサブ
ルーチン

社・M注意：

No

はじめ

1枚ずつ取り出す

Loop start 

どちらかのはがきが

なくなるまで

YLの得意先名

出欠

MLを欠席箱に入
れ，YLを捨てる

両社のはがきを
再確認箱に入れるを捨てるYLれ，

箱に入出席をML

枚ずつ取り出す1
両社のはがきを

＝
の得意先名ML

両社のはがきを

Loop end 
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出す
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出口
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＜設問１＞ 図1の流れ図中の（1），（2）に入れるべき，最も適切な条件式を解答
 

 群から選べ。

 

(1)，(2) の解答群

  ア．MLの出欠 ＝ YLの出欠

  イ．MLの出欠 ≠ YLの出欠

  ウ．MLの招待者名 ＝ YLの招待者名

  エ．MLの招待者名 ≠ YLの招待者名

  オ．MLの得意先名 ＜ YLの得意先名

  カ．MLの得意先名 ≧ YLの得意先名

 

＜設問２＞ 図1の流れ図中の条件式①，②に関する次の各問に答えよ。

 

（3）①に入れるべき，最も適切な条件式を解答群から選べ。

（4）②に入れるべき，最も適切な条件式を解答群から選べ。

 

の解答群(3)，(4) 

  ア．MLの出欠 ＝ 出席 AND YLの出欠 ＝ 出席

  イ．MLの出欠 ＝ 出席 AND YLの出欠 ＝ 欠席

  ウ．MLの出欠 ＝ 欠席 AND YLの出欠 ＝ 出席

  エ．MLの出欠 ＝ 欠席 AND YLの出欠 ＝ 欠席

 

＜設問３＞ 図１の流れ図の条件式③は，次のとおりである。    に入れるべ

き，最も適切な論理演算子を解答群から選べ。ただし，同じ記号を

        

2度以上用い

てもよい。

   （MLの出欠 ＝ 出席  （5）  YLの出欠 ＝ 欠席） 

      （6） 

   （MLの出欠 ＝ 欠席   （7）  YLの出欠 ＝ 出席） 

 

(5)～(7) の解答群

  ア．AND    イ．OR   ウ．XOR   エ．NOT 
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問題３ 次のネットワーク構築に関する会話を読んで設問に答えよ。

 

Ｊ社では，コンピュータのネットワーク化を行うことになった。以下は，その担当

者2名の会話である。

 

Ｙ氏：今回は「会社にある合計14台のコンピュータをLANで接続しなさい」という指

示があるんだ。

Ｍ氏：今，IEEE802.11b等の規格の無線LANもありますけど，有線にするんですか，

無線にするんですか。

Ｙ氏：有線のLANにするよ。100BASE-TXで検討しよう。

ネットワーク化して，具体的に何ができるようになるか考えよう。

Ｍ氏：ネットワーク化することによってできるのは・・・。ファイルの共有，プリ

ンタの共有，インターネットへの接続あたりですかね。

Ｙ氏：じゃあまず，プリンタの共有から考えよう。プリンタが接続されているコン

ピュータをLANに接続した後に，プリンタの共有をすればいいんだよね。

Ｍ氏：それだと，印刷時にプリンタが接続されているコンピュータに負荷がかかっ

て，動きが遅くなってしまいます。それにあのコンピュータは社長が使うらしいで

すよ。「私にもコンピュータを」と言っていましたから。

Ｙ氏：今のプリンタはUSBインタフェースしかないから，直接LANに接続できないよ

な。

 
図１ プリンタの配線

 

Ｍ氏：このように（図１），コンピュータの代わりに，   (１)   を入れればいいで

すよ。これならコンピュータを使わないで，LANにプリンタを接続することができま

すから。

Ｙ氏：これなら，特定のコンピュータに負荷がかからなくていいな。

次に，インターネットへの接続について考えようか。ファイルの共有は専用

のサーバを用いないと，アクセス権などの制御がしづらいからな。LANが順調

に稼働して，サーバの予算がおりてから考えることにしよう。
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Ｍ氏：今，Ｙさんのコンピュータでしか，インターネットに接続できないんですよ

ね。ADSLやCATVなどを使ったブロードバンドも安くなりましたから，いっそのこと

ブロードバンドを利用して，すべてのコンピュータをインターネットに接続できる

ようにしよう。

Ｙ氏：ブロードバンドにするとして，ブロードバンドモデムを私のコンピュータに

接続して，共有するようにするのかな。

Ｍ氏：OSによっては，共有も可能ですが，ネットワーク同士をIPアドレスを使用し

て接続する装置である   (２)    を導入する方がいいと思います。

Ｙ氏：あと，インターネットにすべてのコンピュータに接続できるようにするには，

プロトコルもインターネットで使われているTCP/IPにしないといけないね。

Ｍ氏：そうですね。

Ｙ氏：TCP/IPだと，すべてのコンピュータにIPアドレスを設定しなければいけない

ね。そのIPアドレスも同じ番号は使えないんだよね。

Ｍ氏：そうなんです。IPアドレスだけじゃなくて，サブネットマスクの設定もしな

ければいけません。また   (２)    を導入して，すべてのコンピュータがWebペー

ジを見られるようにするには，ゲートウェイの設定もしなければいけないですね。

Ｙ氏：けっこう，色々な設定をしなければいけないな。簡単にできる方法はないか

な。皆コンピュータにあまり慣れていないから，簡単な方がいいな。

Ｍ氏：TCP/IPの設定画面はこうなっていますから，クライアントコンピュータはIP

アドレスを自動的に取得する設定にして，そのアドレスを配布する   (３)   サー

バ機能を使いますか。だけど，何かあったときに，アドレスを固定しておかないと

そのIPアドレスの利用者が誰かを特定するのは難しいですよ。

 

図２ IPアドレス設定画面

 

 

 

 

 

Ｙ氏：じゃあ，IPアドレスは固定にしよう。
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ところで，コンピュータでインターネットを利用できるようにするには，す

べてのコンピュータの台数分のグローバルアドレスを用意しなくちゃいけない

のかな。

Ｍ氏：それもありますけど， (a)プライベートアドレスとグローバルアドレスを1対1

で変換してくれる機能や複数のプライベートアドレスに対応させるIPマスカレード

もありますから，それらを使えばグローバルアドレスは1つで済みますよ。また，不

正侵入もされにくくなりますよ。

Ｙ氏：ひとまず，プリンタの共有とインターネットを使えるようにするには，この

程度のものがあればいいのかな。

では，見積もりを取る用意をしようか。

 

＜設問１＞ 会話文中の      に入れるべき最も適切な字句を解答群から選べ。

 

(1)～(3) の解答群

ア．TA イ．XML ウ．IPL 

エ．DHCP オ．DNS カ．プリントバッファ

キ．プリントサーバ ク．キャッシュ ケ．ルータ

 

＜設問２＞ 会話文中の下線部(a)に関連する字句として最も適切なものを解答群から

選べ。

 

(4) の解答群

ア．IPX イ．NAT ウ．IMAP4 エ．POP3 
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問題４ 次のネットワークに関する問に答えよ。

 

１) インターネットに接続するブロードバンド回線に関する説明として，最も適切

なものを解答群から選べ。

(

 

の解答群(1) 

ア．ADSLの伝送速度は電話局からの距離にはほとんど影響されない。

イ．ブロードバンドとは「広い地域」という意味である。

ウ．FTTHとは光ファイバーを用いた高速デジタル通信回線である。

エ．CATVの回線ではTAとDSUを取り付けて接続する。

 

２) IPアドレスを利用して，あるネットワークを仮想的に複数のネットワークに分

けて管理するしくみはどれか、最も適切なものを解答群から選べ。

(

 

の解答群(2) 

 ア．ゲートウェイアドレス    イ．グローバルアドレス

 ウ．マルチキャスト       エ．サブネットマスク

 

(３) 無線LANのネットワークで使われているものとして関連のないものを解答群から

選べ。

 

(3) の解答群

 ア．SSID イ．WEP ウ．アクセスポイント エ．FAXモデム

 

(４) TCP/IPネットワーク上で，IPアドレスを使って，パソコンや通信機器が接続さ

れて通信できるかどうかを調べるコマンドとして，最も適切なものを解答群から

選べ。

 

(4) の解答群

 ア．ping イ．ftp ウ．telnet エ．format 
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問題５ 情報社会とコンピュータについての次の記述を読み，それぞれに関連する最も

適切な字句を解答群から選べ。

 

(1) 企業活動の管理手法の一つである。取引先との受発注や資材の調達から在庫管理，

製品の配送までの管理を行う。いわば，事業活動の上流から下流までをコンピュー

タを使って総合的に管理することである。これにより余分な在庫を削減し，コスト

を引き下げる効果がある。 

 

(2) ｢小さなオフィス，我が家がオフィス｣を意味する言葉である．小規模の事業所や

個人の住宅内で行う仕事や，勤務形態を表す．通勤時間の短縮，労働時間の短縮な

ど勤務形態の合理化や仕事の効率化を図ることを目的としている． 

 

の解答群(1)，(2) 

ア．ASP (Application Service Provider) 

イ．SOHO (Small Office Home Office) 

ウ．SCM (Supply Chain Management) 

エ．CRM (Customer Relationship Management) 

オ．EDI (Electronic Data Interchange) 

 

(3) バーチャルなインターネットでの店舗の良い点と，現実の店舗の良い点を組み合わ

せたネットワークビジネス手法の一つである．具体的にはインターネットで欲しい商

品の在庫の問い合わせて商品を注文し，支払いは現実の店舗で行ったりすることなど

である．すでに大手コンビニチェーンがいろいろな企業と提携し，サービスの提供を

始めている．

 

(4) 嫌がらせやいたずらを目的として無差別に送信される迷惑メールの総称である．営

業目的で無差別に配送されるダイレクトメールもこれに含まれる．またこの行為は同

じ内容のメールを一度に大量配信するため，インターネットの回線に負荷がかかる点

も問題となっており，法的な規制で取り締まる動きもある．

 

 

(3)，(4) の解答群

 ア．ウイルス(virus) 

 イ．クリック＆モルタル(click and mortar) 

 ウ．スパム(spam)     

 エ．ベンチャーキャピタル(venture capital) 

 オ．ポータルサイト(portal site) 
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解 答                                 

 

１）ウ  （２）イ  （３）ウ  （４）イ 問題１ （

 

問題２ （１）ウ  （２）オ  （３）ア  （４）エ  （５）ア 

    （６）イ  （７）ア 

 

（１）キ  （２）ケ  （３）エ  （４）イ 問題３ 

 

（１）ウ  （２）エ  （３）エ  （４）ア問題４ 

 

（１）ウ  （２）イ  （３）イ  （４）ウ 問題５ 
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情 報 活 用 試 験   ２ 級               

 

問題１ 次の入力装置に関する記述中の   に入れるべき字句を解答群から選べ。

 

パソコンの入力装置として文字情報を入力するキーボード，位置情報を入力する

マウスなどがあるが，この他にもパソコンに様々な情報を入力する装置がある。

図形や文字などの形状をイメージ情報としてパソコンに入力する装置として 

  (1)  がある。この装置は，紙の上に描かれた字形や文字，印刷物などを点の集ま

りとして読み取り，コンピュータに入力する。この読み取る点が小さいほど正確な

図形として読み取ることができる。この点を読み取る時の性能を  (2)  という単位

で表し，この数値が大きいほど図形を正確に読み取ることができる。

画像・映像を取り込む携帯型の装置としてディジタルカメラがある。フィルムな

どは不要で，カメラのレンズを通過した光を  (3)  と呼ばれる素子で電気信号に変

換し画像をディジタルデータとして，内蔵するメモリカードなどに保存する。撮影

後のデータをパソコンに送る場合は，メモリカードなどを介してパソコンに取り込

む場合と，ディジタルカメラとパソコンをケーブルで接続してデータを伝送する場

合がある。ディジタルカメラの性能を表すものとして画素数があり，この数値が大

きいほどきれいな画像を取り込むことができる。

文字そのものを光学的に読み取る装置を  (4)  という。手書きのデータ入力な

どに利用され，個人向けのものとしてはイメージ情報として読み込んだデータをソ

フトウェアで判別して，画像データをテキストデータに変換するソフトを利用する

ことが多い。

カードやシートの記号欄を鉛筆やマークペンなどで塗りつぶしたものを光学的に

読み取る装置を  (5)  という。入学試験や検定試験の解答用紙，国勢調査やアンケ

ートなどの回答用紙などの入力処理に使われており，大量のデータを処理するのに

適した装置である。

スーパーやコンビニエンスストアなどで買物をする場合，商品に図1の模様を目にす

ることがある。この模様を  (6)  といい，商品名や価格・製造日付・国名などの情

報を異なる太さの縦線を組み合わせて表現している。国内で生産された商品などにつ

いているものは，JANコードとしてJISで標準化され，専用の読取装置を接続したキ

ャッシュレジスタなどから読み込まれる。最近では，図2のような  (7)  が普及し

つつあり，携帯電話に内蔵されたディジタルカメラから読み込めるようになっている。

 

R図R１ 

 

 

 

 

 

 

 

R図R２ 
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(1)～(3) の解答群

 ア．ディジタイザ  イ．bps   ウ．dpi 

 エ．画素   オ．ピッチ  カ．タブレット

 キ．CCD   ク．XYプロッタ  ケ．イメージスキャナ

 

，(5) の解答群(4)

 ア．OCR   イ．OEM   ウ．OSI 

 エ．OMR   オ．MICR  カ．CRT 

 

(6)，(7) の解答群 

 ア．ユニコード  イ．バーコード  ウ．トロンコード

 エ．EUCコード  オ．ASCIIコード カ．QRコード
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問題２ 次の外出時の行動を示す流れ図を見て，ある行動を行うときの選択肢を視覚的

に表したデシジョンツリーという表の    に入れるべき適切な字句を解答群から

選べ。
 

〔流れ図〕 

 

はじめ

天気予報を見て降水
確率を調べる

外の天気は雨

登山道具の手入れをする 

 

No 

No 

Yes

Yes

 
外の天気を見る

降水確率≧60% 
No

Yes

降水確率≦30%

野外ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞをする 室内ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞをする登山に行く登山道具の購入に行く

降水確率≦80% 
No 

Yes

おわり
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  〔デシジョンツリー〕 

 

外の天気 登山道具の手入れをする (3) (1) 

(2) 

降水確率

登山道具の購入に行く (4) 降水確率

登山に行く(5) 降水確率

野外ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞをする (6) 降水確率

室内ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞをする (7) 降水確率

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1），(2) の解答群

ア．雨    イ．雨ではない

 

(3)， (4) の解答群

  ア．30%未満   イ．60%未満       ウ．60%以下

  エ．60%以上   オ．60%超

 

～(7) の解答群(5)

  ア．30%未満  イ．30%以下  ウ．80%以上

   エ．80%超   オ．30%以上80%未満 カ．30%以上80%以下

   キ．30%超80%未満 ク．30%超80%以下
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問題３ 次の処理手順の図式化に関する説明を読み，設問に答えよ。

 

  [処理手順の図式化に関する説明] 

 

問題を解決したり，目的を達成したりするための解法の手順をアルゴリズムと呼

ぶ。また，処理手順をプログラム等に加工する場合には，ルールを定め，標準化さ

れた図式（チャート）を用いることが多い。

 

・表記方法の例

 

処理A 

処理B 

処理A

処理B

条件

真

偽

条件 処理A 

真

偽

 

 

 

 

 

 

順次

処 理 A の 実 行

後，処理Bを実

行する

繰り返し

条件が真ならば，処

理Aを実行し，条件が

偽ならば，次に進

む。

選択

条件が真ならば，処理

Aを実行し，条件が偽

ならば，処理Bを実行

する。

 

 

 

 

 

 

 

・この表記を用いた具体例

 （順次の例）    （選択の例）

種をまいたら，芽が生えてきた   70点以上の得点で合格である

 

合格

不合格

得点≧70

真

偽

 
種をまく

 

 
芽が生える

 

 

 （繰り返しの例）

   試験に合格するまで受験する

 

試験に合格しない 受験する

真

偽
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この図は上から下に向けて進み，下から上に戻ることはない。このように処理手

順を標準化された図式を使って表現すると，図の書き方に対するあいまいさや個人

差を排除できる。

ここに紹介した図式化の手法はPAD(Problem Analysis Diagram)と呼ばれる。

 

   コンピュータソフトウエアのプログラムだ

校長あいさつ

選手宣誓

準備体操

図１ 

  けでなく，日常生活のようすも，PADで表現 

することができる。

   運動会の進行状況の一部をPADで表現する 

と，図1のようになる。

 

 

 

 

 

 

 

＜設問１＞ 100ｍ競走の進行状況をPADで表現する方法を考える。1レースにつき4人

ずつで走る。最終レースのみ4人未満で走る場合がある。また，走る人がいなくなれば

次のプログラムに進行する。

図2に示すPAD中の   に入れるべき最も適切な字句を解答群から選べ。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～(3) の解答群(1)

(2) 

4人で走る

(1) 

(3) 

真

偽

図２

  ア．走る人がいる  イ．走る人が4人以上いる

  ウ．走る人が4人未満である エ．4人で走る

  オ．4人未満で走る  カ．走るのを止める

  キ．次のプログラムに進む
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＜設問２＞ 100ｍ競走の各レース終了者をその順位により色別の旗の位置に誘導する

手順をPADで表現することを考える。1位から4位まで順に，赤の旗，黄の旗，青旗，

緑の旗に連れて行く。

中の   に入れるべき最も適切な字句を解答群から選べ。図3に示すPAD

 

 

 

処理B 
黄の旗に連れて行く

処理A 
青の旗に連れて行く

処理C 

   (6)  

処理D 

   (7)  

  順位が

3位 

真

偽

 

 

  (5) 

真

偽

真

偽

  (4) 

 

  

 

 

走り終わった

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人がいる

図３

(4)，(5) の解答群 

ア．走る人がいる  イ．走る人が4人以上

ウ．走る人が4人未満   エ．順位が1位

オ．順位が2位     カ．次のプログラムに進む

 

(6)，(7) の解答群

ア．赤の旗に連れて行く  イ．黄の旗に連れて行く  

ウ．青の旗に連れて行く   エ．緑の旗に連れて行く  

オ．走るのを止める    カ．次のプログラムに進む

 

 



 

 

 

問題４ 次のインターネットへの接続に関する記述を読んで設問に答えよ。

 

 自宅でインターネットを利用するためには，パソコンをインターネットに接続し

なければならない。利用者は接続に関するサービスを提供する事業者である (１) 

と利用契約を結んで，自宅のパソコンを (１) のネットワークに接続する。接続

する通信回線としてはアナログ電話回線やISDN回線に加え，ADSL，CATV，FTTHとい

った動画や音声など大容量データを高速に送受信できる (２) 回線が利用されて

いる。

ADSLはアナログ電話回線を利用するが，音声通話では使用しない高周波数帯域を

利用するため，音声通話とデータ通信を同時に行うことができる。また(a)利用者か

ら見て上り方向(パソコン→インターネット)と下り方向(インターネット→パソコン

)でデータの伝送速度が異なるといった特性がある。

ADSLを利用する場合は，アナログ電話回線を音声通話用回線とデータ通信用回線

に分けるために (３) が必要となる。

 

 

自宅

インターネットアナログ電話回線

パソコン

ＡＤＳＬモデム

(３) 

電話機

図１ ADSLの接続例

 

＜設問１＞ 記述中の        に入れるべき適切な字句を解答群から選べ。

 

(1)～(2) の解答群

ア．アクセスポイント   イ．ISP            ウ．電話局

エ．イーサネット     オ．ブロードバンド

 

の解答群(3) 

ア．TA              イ．DSU         ウ．スプリッタ

エ．メディアコンバータ
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＜設問２＞ 下線部(ａ)に関する次の記述のうち，最も適切なものを解答群から選べ。

 

(4) の解答群

ア．上りの通信速度が下りの通信速度に比べて速い。

イ．下りの通信速度が上りの通信速度に比べて速い。

ウ．上り，下りの通信速度を利用者が自由に設定できる。
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問題５ 次のインターネットに関する記述を読んで最も適切な字句を解答群から選べ。

 

１) インターネットで利用されている通信プロトコル(通信上の約束ごと)の総称で

ある。インターネットは，

(

UNIXを中心に発達してきたので，この通信プロトコル

が使われている。

 

(２) インターネット上にあるサーバコンピュータやファイルを指定するための記述

形式で，「プロトコル名」，「ドメイン名」，「ファイル名」等で構成されている。

 

(３) メーラからメールサーバに電子メールを送信するために使う通信プロトコルで

ある。また，メールサーバは，この通信プロトコルにより，受け付けた電子メー

ルを相手側に転送する。

 

４) セキュリティなどを目的としてLAN上のパソコンを外部のサーバに直接アクセス

させないとき，代理でインターネットへの接続を行う。

(

 

，(2) の解答群(1)

ア. HTML        イ. TCP/IP     ウ. URL 

エ. DNS        オ. PPP 

 

，(4) の解答群(3)

ア. FTP        イ. JPEG      ウ. SMTP 

エ. プロテクト     オ. プロキシ
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問題６ 情報社会とコンピュータについての次の記述を読み、それぞれに関連する最も

適切な字句を解答群から選べ。

 

(1) コンピュータからコンピュータへと感染していくプログラムの総称のこと。ファイ

ルを消すような悪質なものから，決まった日にメッセージを画面に表示するものま

で多種多様である。 

(2) 高速道路などの自動料金収受システムのこと。自動車が料金所を通過するときに，

ゲートと車載コンピュータの間で更新して自動的に料金支払いの手続きを行う。 

 

の解答群(1),(2) 

 ア．AVM       イ．ETC         ウ．GPS         エ．FDDI 

 オ．フォーマット  カ．コンピュータウイルス

 

(3) 通信ネットワークを介した商取引のこと。情報を伝達・処理して企業間の受発注、

ホーム・ショッピング、電子決済などがある。 

 

(4) インターネットやCD-ROMで自由に配布され，無料で使用できるソフトウェアのこと。

著作権は放棄されていないので，使用する場合には添付ファイルなどを読んで著作

者の意向に従う必要がある。 

 

の解答群(3),(4) 

  ア．BCC    イ．EUD    ウ．EC   エ．フリーウェア

 オ．シェアウェア

 

(5) 現金自動支払機と現金自動預入機の機能を兼ね備えた機械のこと。銀行などの事務

負担を軽減し，客の待ち時間も短縮した。 

 

(6) 買い物の際に，銀行などが発行したキャッシュカードを用い，預貯金口座から代金

を引き落される仕組みのこと。 

 

の解答群(5),(6) 

 ア．ATA          イ．AVI      ウ．ATM 

エ．ICカード              オ．デビッドカード   カ．プリペイドカード
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(7)ネットワーク上などで，架空の人物や企業を作り上げて，不正な取引を行ったり，

他者をだましたりすること。

 

(8)「同時にいたるところに存在している」という意味のラテン語が語源で，日常生活

で用いられる製品や機器類に，コンピュータ機能を組み込み，通信ネットワークを

介して相互にデータ交換し，情報を最大限に利用できるようにすることである。

 

の解答群(7),(8) 

 ア．デファクトスタンダード    イ．ユビキタス  ウ．アメダス

 エ．電子透かし     オ．スパム    カ．なりすまし
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問題７ 次の表計算ソフトの利用に関する記述を読み，設問に答えよ。

 

この問題で使用する表計算ソフトの仕様は下記のとおりである。

各セルを表すのは，列と行でA1のように表す。

範囲は，

A1,A2,A3,B1,B2,B3,C1,C2,C3の9個のセルを A1:C3のように表す。

 

SUM関数

指定した範囲の合計値を求める。

書式：SUM（開始セル番地：終了セル番地）

 

式

＝に続いて計算式や関数などを入力する。

 

セル番地の絶対参照

セル番地に$を付けることで，絶対番地（絶対参照）を表す。

 

＜設問1＞ Jさんは，表1のような検定試験の分野別出題表を作成した。

次の問に答えよ。

表１ 分野別出題表

 A B 

1 出題分野 出題数

2 第1分野 10

3 第2分野 20

4 第3分野 15

5 第4分野 2

6 第5分野 3

7 合計 50

 

(1) 出題数の合計を求めるB7に入れる式として最も適切なものを解答群から選べ。

 

(1) の解答群

ア．=B1+B6            イ．=B2+B6 

ウ．=SUM(A1:A6)         エ．=SUM(B2:B6) 
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＜設問2＞ Jさんは，データを出題数の多い分野が上になるようにソートし，表2のよう

な分野別出題ソート表を作成した。次の各問に答えよ。

 

表２ 分野別出題ソート表

 A B 

1 出題分野 出題数

2 第2分野 20

3 第3分野 15

4 第1分野 10

5 第5分野 3

6 第4分野 2

7 合計 50

 

(2) 出題数をもとにソートを行うときの，範囲の指定として最も適切なものを解答群から

選べ。

 

(2) の解答群

ア．A1:B7       イ．A2:B6       ウ．B2:B7 

 

(3) 出題数の多い分野が上になるようにソートを行うときの，ソートのキーと順序になる

ものとして最も適切なものを解答群から選べ。

 

(3) の解答群

ア．B列の昇順   イ．B列の降順   ウ．2行の昇順   エ．2行の降順

18 
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＜設問3＞ Jさんは，データを分析するために，表3のような分野別出題分析表を作成し

た。次の各問に答えよ。

 

表３ 分野別出題分析表

 A B C D 

1 出題分野 出題数 出題数累計 出題数累計比率

2 第2分野 20 20 0.4 

3 第3分野 15 35 0.7 

4 第1分野 10 45 0.9 

5 第5分野 3 48 0.96 

6 第4分野 2 50 1.0 

7 合計 50   

 

(4) 出題数累計のC2に入れる式として最も適切なものを解答群から選べ。

 

(5) 出題数累計のC3に入れる式として最も適切なものを解答群から選べ。

ただし，C3で作成したものをC4～C6にコピー(複写)して使用するものとする。

 

(4)，(5) の解答群

ア．=B2        イ．=B2+B2       ウ．=B2+B3 

エ．=C1+C2      オ．=C2+B3 

 

(6) 出題数累計比率のD2に入れる式として最も適切なものを解答群から選べ。

ただし，D2で作成したものをD3～D6にコピー(複写)して使用するものとする。

 

(6) の解答群

ア．=B7/C2      イ．=$B$7/C2     ウ．=C2/B7 

エ．=C2/$B$7 

1 
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＜設問4＞ Jさんは，分析したデータを視覚的にもわかりやすくするために，次のよう

なグラフ（図１参照）を作成した。次の各問に答えよ。

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

第2分野 第3分野 第1分野 第5分野 第4分野

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

出題数

出題数累計比率

 

 

 

 

※      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 

 

(7) このグラフのように，いくつかの種類のグラフを組み合わせて，異なる種類の情報を

表示するグラフの呼び方として最も適切なものを解答群から選べ。

 

(7) の解答群

ア．複合グラフ    イ．レーダーチャート   ウ．円グラフ

 

(8) グラフの※の部分を何というか。最も適切なものを解答群から選べ。

 

の解答群(8) 

ア．数値軸      イ．目盛         ウ．凡例
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解 答                                 

 

１）ケ  （２）ウ  （３）キ  （４）ア  （５）エ 問題１ （

    （６）イ  （７）カ 

 

 （１）ア  （２）イ  （３）エ  （４）イ  （５）イ 問題２

    （６）ク  （７）エ 

 

（１）ア  （２）イ  （３）オ  （４）オ  （５）エ 問題３ 

    （６）ア  （７）エ 

 

（１）イ  （２）オ  （３）ウ  （４）イ 問題４ 

 

問題５ （１）イ  （２）ウ  （３）ウ  （４）オ 

 

 （１）カ  （２）イ  （３）ウ  （４）エ  （５）ウ 問題６

    （６）オ  （７）カ  （８）イ 

 

（１）エ  （２）イ  （３）イ  （４）ア  （５）オ 問題７ 

    （６）エ  （７）ア  （８）ウ 
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情報活用試験  ３級                           

 

問題1 次のパソコンを操作するときに，最も適する情報機器やソフトウェアを解答群

から選びなさい。

 

   手書きの原稿・アンケート結果および写真を渡され，見栄えよく体裁を整えて資

料を作成した上で，その内容についてクラス内で説明するよう指示されました。

 

 （１）写真をディジタル素材として取り込んだ。

 

 （２）写真写りが暗く見づらかったので，明るく修正した。

 

 （３）アンケート結果を表形式に整理して分析し，資料に載せるグラフを作成した。

 

 （４）原稿に分からない語句があったため，インターネットで調べた。

 

 （５）クラス内での説明を，スライドショー形式で実施した。

 

（１）の解答群

ア．タブレット   イ．バーコードリーダ  ウ．イメージスキャナ

 

（２）～（５）の解答群

ア．プレゼンテーションソフト  イ．画像処理ソフト

ウ．データベースソフト     エ．アニメーション作成ソフト

オ．表計算ソフト        カ．ブラウザ

キ．ＰＯＳ                      ク．メールソフト
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問題2 次のコンピュータを構成する装置に関する文中，図中の     に入れるべき

最も適切な字句を解答群から選びなさい。

 

コンピュータの中央処理装置は  （１）  と  （２）  の二つの装置で構成さ

れています。

 （１）  は記憶装置からプログラムの命令を取り出して解読し，各装置に指示を

与えます。

 （２）  は計算や比較などデータの処理や加工を行います。

記憶装置は  （３）  から読み込んだデータなどや，処理した結果を記憶します。

 （４）  は記憶装置に記憶しているデータを表示したり，印刷したりします。

  （１）

（２）

（３） 記憶装置 （４）

 制御の流れ

  

  

 データの流れ

 

 

（１）～（４）の解答群

ア．入力装置  イ．信号装置  ウ．演算装置

エ．表示装置  オ．制御装置  カ．指示装置

キ．出力装置
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問題3 次のインターネットに関する記述を読み，問に答えなさい。

 

 Ａ高等学校の生徒会では，Webページの開設をすることになり，作成はパソコンク

ラブに所属している３人が担当することになりました。Ａ高等学校で利用しているイ

ンターネットの接続回線や速度，接続するために必要な装置などを調べ，Webページ

の構成を考えたり，掲載する写真や文書を集めたりして，作成に取りかかりました。

 

（１）学校が利用しているインターネットの接続回線を調べてみたところ，ＡＤＳＬ

回線を利用していることがわかりました。この回線を利用する場合に必要な機器はど

れか，解答群から選びなさい。

 

  （１）の解答群

    ア．ＴＡ       イ．ＡＤＳＬモデム

 

（２）パソコンクラブの３人はWebページの構成を考え，トップページから他のページ

へ移動できるように設定をしようと考えました。このように特定の文字や画像から関

連づけを行い，移動させる設定を何というか，解答群から選びなさい。 

  （２）の解答群

    ア．ハイパーリンク    イ．アクセス 

 

（３）Webページは，全部で５ページ作成することになりました。Webページ全体のデ

ータ容量が１０ＭＢ（メガバイト）と決められていることから，それぞれのページを

同じ容量で作成すると考えた場合， 

１ページあたり何ＭＢ（メガバイト）で作成すればよいか，解答群から選びなさい。

 

  （３）の解答群

     ア．３ＭＢ（メガバイト）  イ．２ＭＢ（メガバイト）

 

（４）Webページが完成し，いろいろなところから見ることができるようにWebページ

の情報を登録することになりました。学校にはWebページを登録し公開できるサーバ

がないために，インターネットの接続業者へ依頼しようと考えました。このような，

インターネットへ接続するための役割をしている業者を何というか，解答群から選び

なさい。

 

  （４）の解答群

    ア．インターネットサービスプロバイダ

    イ．アプリケーションサービスプロバイダ
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（５）Webページの登録をインターネットの接続業者に依頼することが決定し，回線を

通じデータを転送することになりました。この作業が完了すると，Ａ高等学校のWeb

ページ運営がいよいよスタートします。このようにWebページのデータをサーバに転

送する作業を何というか，解答群から選びなさい。

 

  （５）の解答群

    ア．ダウンロード   イ．アップロード

 

問題4 次の電子メールの利点を述べた文章を読み，適切なものには「ア」，不適切なも

のには「イ」と答えなさい。

 

（１）相手のメールサーバ（メールボックス）へ短時間に送ることができます。

 

（２）文字だけでなく，写真や画像，音，プログラムなどのファイルを添付して送る

こともできます。

 

（３）送信の途中で他の人に読まれることは絶対にないので，安心して利用できます。

（４）受け取った相手は，電子メールの文章を利用して返信メールや転送メールを作

成することもできます。

 

問題5 次のパソコン利用に関する記述中の     に入れるべき最も適切な字句を解

答群から選びなさい。

 

 パソコンを操作するために，キーボードやマウスを使いこなすことは大切なこと

です。

 キーボードを見ないで文字入力することを （１） といいますが，これができる

ようになると，パソコンを使用する際に大変効率が上がります。そのためには，左右

の指を常に （２） に置くように習慣づけると良いでしょう。

 マウスでは，クリックや，クリックを二度行う （３） ，範囲の指定に使われる 

（４） などを繰り返し行って操作することが多く，その際には画面で操作の対象と

なる （５） の位置がどこにあるのかを常に意識することが大切です。

 

  （１），（２）の解答群

   ア．ホームポジション     イ．タッチタイピング

   ウ．ｓｈｉｆｔキー      エ．ショートカット

 

 （３）～（５）の解答群

   ア．ドロップ     イ．ドラッグ     ウ．ダブルクリック

  エ．マウスポインタ  オ．タスクバー    カ．スクロール
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問題6 次のパスワードの利用方法についての説明文で，適切なものには「ア」，不適切

なものには「イ」と答えなさい。

 

 （１）調べものをする時によくインターネットを利用するので，パスワードをメモし

た紙を常にパソコンのそばに置き，すぐに見ることができるようにしている。

 

 （２）パスワードを忘れると，インターネットなどが利用できないので，パスワード

は，自分の生年月日にしている。

 

 （３）パスワードは他人に見破られないために，母親の誕生日と父親のイニシャルを

組み合わせて複雑なものにしている。

 

 （４）IDやパスワードを忘れないために，パスワードはIDと全く同じものにして利用

している。

 
問題 7 次の情報モラルに関する記述で，著作権法に違反する恐れがあるものには「ア」，違

反しないものには「イ」と答えなさい。 
 なお、ここでは自分の学校の Web ページを作成する時のこととします。 

 

（１）このサイトのキャラクターとして，ＴＶで放映されているアニメの主人公を無

断で使った。

 

（２）各教科のページを作成するにあたり，担当教員に顔写真を掲載する旨の承諾を

得て，掲載した。

 

（３）承諾を得ないまま，ある新聞社のサイトにあるページに直接リンクさせた。

 

（４）ＢＧＭにＣＤからコピーした有名歌手の曲を無断で利用した。

 

（５）フリー素材と明示してあるサイトからダウンロードした壁紙を使った。

 

問題 8 次の情報モラルに関する記述で，適切なものには「ア」，不適切なものには「イ」と答

えなさい。 

 

（１）正しいと確信できない情報であっても自分のWebページであれば 

のせても構わない。

 

（２）知らない送信者から添付ファイルが付いたメールが届いたが，不審に思ったの

で読まずに削除した。
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（３）知らない送信者からある銀行が倒産するらしいという内容のメールが届いたの

で，ただちにメールアドレスを知っている全ての知人に転送した。

 

（４）インターネットに公開されている電子掲示板に自分の名前と悪口が書かれてい

たので，電子掲示板の管理者に削除を求めた。

 

（５）友人がメール機能付きの携帯電話を購入したので，本人には無断でインターネ

ットに公開されている電子掲示板でそのメールアドレスを紹介してあげた。

 

 

解 答                                 

 

問題１ （１）ウ  （２）イ  （３）オ  （４）カ  （５）ア

 

問題２ （１）オ  （２）ウ  （３）ア  （４）キ

 

（１）イ  （２）ア  （３）イ  （４）ア  （５）イ問題３ 

 

問題４ （１）ア  （２）ア  （３）イ  （４）ア 

 

問題５ （１）イ  （２）ア  （３）ウ  （４）イ  （５）エ

 

 （１）イ  （２）イ  （３）ア  （４）イ問題６

 

問題７ （１）ア  （２）イ  （３）ア  （４）ア  （５）イ

 

問題８ （１）イ  （２）ア  （３）イ  （４）ア  （５）イ
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